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今年度要求のポイント

大規模地震災害や危機事象発生時においては、初動の対応、情報収集・伝達、
管理を迅速かつ効果的に行うことが重要であり、的確な防災対策を実施できる
危機管理体制の構築は不可欠である。そのため、各防災情報システム及び防災
行政無線の整備を行うとともに、防災訓練の実施による防災機関との連携強化
を図ることで、災害から市民の生命、身体・財産を保護する。

事業目的

・震災総合防災訓練実施（津波避難）
・緊急エリアメール導入
・職員召集システム改修

区分
新規・拡充・重点

－

事業内容

危機管理室

27

職員召集システム関係

防災行政無線の整備 6,892

防災テレメーターシステム関係

整理番号 ０２ - ００２
マスタープラン

施策番号

(単位　千円)

7 局・課名
マスタープラン
３つの挑戦

－

36,241

0

事 業 費

1

平成22年度決算額

事業期間 　H10　～　H　　

82,40818,494

拡充、新設、撤去及び維持管理

20,000 システム開発

49,936

1月18日修正

項目

「災害に強いまちづくり」を危機管理室の最重点に位置付けており、これを強力
に推進するため、情報システムの構築及び防災行政無線の拡充に重点を置いた要
求とした。

23年度予算 内容・積算等24年度要求額

主な要求内容 （単位：千円）

危機管理統合情報システムの整備

平成23年度予算額 平成24年度要求額

全体事業費

8,056

おおさか防災ネット負担金 2,600 2,600

震災総合防災訓練の実施 7,320

923 952

732 780

【今後（25年度～）】

その他　特記事項

旅費、研修費

スケジュール（経過及び今後展開）

その他

合計

【経過（～23年度）】 【24年度】

１　防災情報システムの整備
　　被害情報の収集・管理、避難所運営、本部運営支援等の各災害対応業務
　を支援するサブシステムを含めた統合的防災情報システムの整備を行う。
２　防災行政無線の整備拡充
    堺区、西区の津波浸水想区域を対象に避難指示等の緊急情報をより迅速
　かつ効果的に伝達するため、屋外スピーカー及びモーターサイレンの拡充
　を図る。
３　旧無線システム機材（地域防災系、水道系、同報系、大阪府系アナロ
　グ）の撤去
４　震災総合防災訓練の実施
　　大規模地震を想定した総合防災訓練を実施することで、応急対策実施体
　制の確保、市民や事業者の防災意識の高揚、防災関係機関との緊密な連携
　を図り、安心安全が確保された災害に強いまちづくりを実現する。

84

18,494 82,408

・震災総合防災訓練実施（広域防災拠点）
・防災情報システム構築
・防災行政無線整備拡充

・震災総合防災訓練実施
・防災情報システム改修
・防災行政無線整備拡充

関連事業

事 業 名
危機管理体制整備事業

（防災情報システム・防災行政無線等）

建築物・宅地応急危険度判定体制構築業務


